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特別支援教育 

 

中学校の通常の学級における基本的な生活習慣を育成するための授業中のルール指導の工夫 

─ 学級全体と個に対する特別支援教育の考え方を踏まえた支援を通して ─ 
 

竹原市立竹原中学校 大平 総一郎 

 

研究の要約 
本研究は，所属校第１学年の通常の学級（１学級）に対して，特別支援教育の考え方を踏まえた支援

を取り入れた特別活動を実施し，学校における基本的な生活習慣，特に授業中のルールを確立させるた

めの効果的な指導の在り方を追究したものである。具体的には「忘れ物」「ベル着」「私語」「立ち歩

き」「言葉づかい」「整理整頓」について，視覚的支援や記憶支援，学習意欲の喚起など特別支援教育

の考え方を踏まえた学級全体に対する指導及び特別な支援を必要とする生徒に対する個別の指導を行う

とともに，アンケートによる意識調査及び行動観察に基づき分析を行った。その結果，学級全体及び特

別な支援を必要とする生徒のいずれにおいても授業中のルールを守ろうとする意識の高まり及び行動の

改善が見られた。このことから，授業中のルール指導の工夫として特別支援教育の考え方を踏まえた支

援の有効性が明らかになった。 

   キーワード：中学校の通常の学級 授業中のルール指導 特別支援教育 

 

 

Ⅰ 問題の所在 
 

１ はじめに 

所属校の生徒は，友達との交流を好み，運動会等

の学校諸行事や部活動に対して意欲的に取り組む生

徒が多い。しかし，ちょっとしたことから友達とト

ラブルになったり，授業態度に対する教師の指導に

反抗的な態度を取ったりする生徒もいる。 

こうした課題に対して，年度初めに学年のルール

や生徒会三訓として授業中の態度，忘れ物及び整理

整頓などについて指導を行ってきたが定着するまで

には至っていない。また，こうした指導において

は，特別な支援を必要とする生徒に対してきめ細か

な指導上の工夫の必要性を痛感している。 

文部科学省（平成24年）の調査では，知的発達に

遅れはないものの学習面又は行動面で著しい困難を

示すとされた児童生徒の割合は，6.5％で，その内

38.6％の児童生徒はいずれの支援もなされていない

と報告されている。 

所属校で年度初めに実施した調査によると，第１

学年（120名）の通常の学級には，特別な支援が必

要と考えられる生徒が学年全体の11.7％在籍してお

り，これら生徒には，「忘れ物」「ベル着」「私

語」「立ち歩き」「言葉づかい」「整理整頓」など

に課題が見られる。 

２ 通常の学級における特別支援教育 
(1) 学級全体と個に対する指導の工夫の重要性 

上記のような生徒に対する指導の在り方として，

文部科学省（平成24年）の調査においては，学習面

又は行動面で著しい困難を示すとされた児童生徒を

取り出して支援するだけでなく，学級全体に対する

指導をどのように行うのかを考えていく必要性を指

摘している。具体的には，社会生活上の基本的な技

能を身に付けるための学習を取り入れる，理解しや

すいよう配慮した授業改善を行うなどの対応を進め

ていくことを提言している。 

また，生徒指導提要（平成22年）では，発達障害

のある児童生徒は，個別的な場面よりも通常の学級

の集団生活の中でつまずきや困難を示している場合

が多く見られ，個別的な支援を効果的に行うために

は，学級全体を落ち着いて学べる環境にし，児童生

徒たちに学ぶ意欲をもたせることが重要になると述

べている。 

これらのことから，特別な支援を必要とする生徒

に対して指導を行う場合，学級全体に対し理解しや

すいよう配慮した授業改善を行うなどの対応を進

め，すべての生徒が落ち着いて学べる環境にするこ

とが，個別的な支援を効果的に行うために重要であ

ると言える。 

(2) 学級全体に対する特別支援教育の考え方を踏
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まえた授業中のルール指導の工夫 

前述した課題解決のための授業改善を進めるに当

たって，先行研究から効果的な取組について整理し

た。 

福島県教育庁相双教育事務所（平成20年）は，言

葉での指示や説明を理解するために，動作や絵，写

真などの視覚的支援を活用することが有効であると

述べている。また，ルールを分かりやすく提示する

ためには，ロールプレイやゲームなどを通して，ル

ールに従って活動する場面を設定したり，遊び方や

休み時間の過ごし方などの学級でのルールを具体的

に示したりすることが有効であると述べている。こ

れらの支援は，見通しをもたせたり，学習意欲の喚

起に有効であると言える。 

竹野政彦・門西昭臣（平成23年）は，「聞く」指

導の工夫として，不必要な音の除去などの聴覚的支

援や教室前面の黒板周りの掲示物の整理，活動ごと

に机上の不要な物の片付けなどの学習環境の整備の

有効性を報告している。 

長崎県教育委員会（平成24年）は，生徒が主体的

に授業中のルールを守ろうとする工夫として，教師

が，なぜこのようなルールを設定するのかについ

て，生徒全員に説明したり，ルールに生徒の意見を

取り入れたりすることなどを挙げている。また，授

業中のルールが守られている場合には，褒めたり，

点数化したりする，守られていない場合は，授業中

のルールを提示して思い出させるなどの段階を踏ま

えた指導をすることで，生徒自身が自分の行動をコ

ントロールするきっかけをつくると述べている。こ

うした支援は学習意欲の喚起及び集団づくりに係る

工夫と言える。 

集団づくりの工夫に係り，河村茂雄（2005）は，

授業時間に戻ってこない生徒への対応として，学級

全体のルールづくりを提案している。また，忘れ物

が多い生徒へのクラス全体への対応では，「みんな

で作戦会議」を提案し，忘れ物の解決策を学級全体

で考えることで，特別な支援を必要とする生徒を孤

立させないことの必要性を提言している。 

広島県教育委員会（平成23年）は，学習課題に係

るヒントやカード等を提示することで，児童生徒の

記憶の保持を支援し，自力解決を促すことができる

など，学習意欲の喚起及び記憶支援の有効性を示し

ている。 

こうした先行研究等を踏まえ，学級全体に対して

授業中のルール指導を行う上で特別支援教育の考え

方を踏まえた工夫の観点を表１に示すように整理し

た。こうした工夫に基づい 

た指導を行うことは，生徒 

が指示や説明を理解した

り，主体的に授業中のルー 

ルを守ろうとする意識を高

めたりすることなどに有効

であると考える。 

 

 

 

 

(3) 個に対する特別支援教育の考え方を踏まえた

授業中のルール指導の工夫 

学習規律の理解に課題のある生徒に対して，月森

久江(2006)は，ロールプレイなどを行うことで, 生

徒は自分の言動や相手の気持ちに気付き，適切な言

動を知ることができると述べており，理解を促し深

める上で有効な指導と言える。 

 注意集中に課題のある生徒に対して，竹野・門西

（平成23年）は，絵・写真・文字等の視覚的な手掛

かりを添えて指示・説明を行ったり，個別に言葉掛

けを行った後，説明を行う等の指導が注意集中を促

す上で有効であると述べている。 

これらの指導の工夫及び前述の（２）において整

理したことを併せると，学習規律の理解，注意集

中，短期記憶等に課題があり，特別な支援を必要と

する生徒に対して，理解を深めるためのロールプレ

イ，個別の言葉掛け及びヒントを取り入れた支援等

は，適切な言動を理解させたり，自力解決を促した

りする上で有効であると考える。 

 

Ⅱ 研究の目的 
所属校第１学年の１学級に対して，学校における

基本的な生活習慣，特に授業中のルールを確立する

ために，特別支援教育の考え方を踏まえた特別活動

を実施する。このことにより，その指導の有効性を

追究することを目的とした。 

 

Ⅲ 研究の仮説と検証の視点・方法 
 

１ 研究の仮説 

所属校第１学年の１学級（通常の学級）に対し

て，授業中の「私語」「言葉づかい」「立ち歩き」

等を改善するため，特別支援教育の考え方を踏まえ

た特別活動の指導を実施する。このことにより，特

別な支援が必要と考えられる生徒Ａを含む学級全体

支援の工夫の観点 

① 視覚的支援 

② 聴覚的支援 

③ 見通しをもたせる 

④ 学習環境の整備 

⑤ 学習意欲の喚起 

⑥ 集団づくり 

⑦ 記憶支援 

表１ 特別支援教育の考 
え方を踏まえた支援 
の工夫 
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において授業中のルールを確立することができるで

あろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
特別支援教育の考え方を踏まえた指導の有効性

を明らかにするために，授業中のルールを確立する

ことについて検証授業を実施する。具体的には，①

検証授業の事前及び事後アンケートの結果，②行動

観察を基に分析する。 

 
表２ 実態調査の概要 

 

Ⅳ 研究の方法 
 

１ 対象 

 所属校第１学年（１学級30人） 

 

２ 手続き 
(1) 実態調査 

 指導前後の実態を把握するため，表２に示すよう

にアンケート調査及び行動観察を行った。生徒Ａに

対してはチェックリストによる実態把握も行った。 

(2) 検証のための指導 

（１）に基づき，特別活動において授業中のルール

指導に係る学習指導案を作成し，３時間の授業を実

施するとともに，チェックリストにおける評価及び 

授業中のルールを守ることに課題があると判断した

生徒Ａに対して，個別の指導を行った。 

(3) 分析・考察 

 指導の前後に実施したアンケート調査の結果，行

動観察及びワークシートの記述により，分析・考察

を行った。 

 

３ 学級全体を対象とした授業中のルール指導 

(1) 実施計画 

○ 期 間 平成25年１月９日～平成25年１月16日 

○ 対象生徒 所属校第１学年（１学級30人） 

○ 対象授業 特別活動（学級活動） 

(2) 指導計画及び授業中のルールを確立させるた

めの指導の工夫 

 表３に示すように３時間の学習内容を設定すると

ともに，指導の工夫として特別支援教育の考え方を

踏まえた支援を実施した。 

 

４ 個別の指導 
(1) 対象 

事前のアンケート結果及び行動観察により個別の

指導が必要であると判断した生徒１名（生徒Ａ） 

(2) ねらい 

 生徒の実態に応じて特別支援教育の考え方を踏ま

えた支援を行い，授業中のルールの理解及びルール

の確立を図る。 

(3) 実施方法 

 特別活動（学級活動）の時間における全体指導の

際に机間指導において個別に支援を行う。その後，

全体指導で実施した授業中のルールの理解及びルー

ルの確立を数学，英語の授業（各２時間）において，

当該授業時間に授業のない教師により，集団指導の

中で個への指導を行う。 

(4) 個別の指導の工夫 

チェックシートにおいては，「不注意」「聞く」

ことなどに，また，行動観察においてはすべての項

目に課題があることが分かった。しかし，当該生徒

は事前アンケートにおいて自分に課題があることを

認識していないことも分かった。これらの要因は，

学習規律の理解，注意集中，短期記憶等に課題があ

るためと考える。そこで，次頁表４に示すような指

導の工夫を行った。 

 アンケート調査 行動観察 

手
続
き 

廣 岡 秀 一 ・ 横 矢 祥 代
(2006)，独立行政法人科学
技術振興機構・社会技術研
究開発センター「研究開発
成果実装支援プログラム」
(2011)等の先行研究を参考
に，授業中のルールを守る
意識を調査するための質問
紙（事前・事後アンケー
ト）を作成した。 

検証のためにベースラ
イン期として指導前の状
況を観察した。また，指
導後の効果を判定するた
め数学及び英語の各３時
間において行動観察を行
った。 

調
査
日 

事
前 
 

平成24年11月22日（木） 

１回目 
平成24年12月19日（水） 
２回目  
平成25年１月７日（月） 
３回目  
平成25年１月８日（火）   

事
後 平成25年１月22日（火） 

１回目  
平成25年１月17日（木） 
２回目  
平成25年１月21日（月） 
３回目  
平成25年１月22日（火） 

方
法 

 
質問紙による調査を四段

階評定尺度で得点化し，分
析する。 

 
４…あてはまる 
３…ややあてはまる 
２…あまりあてはまらない 
１…あてはまらない 

 調査内容の各事項に対
して次のような観察規準
を設定した。 
・授業開始時に忘れ物を
していない。 
・ベルが鳴り終わるまで
に着席している。 
・授業に関係のない話を
しない。 
・無断で立ち歩いていな
い。 
・教師に対して，丁寧語
で話している。 
・教科書等は立てて整理
し，はみ出していない。 

調
査
内
容 

・ 授業道具を忘れることはない 
・ ベル着ができている 
・ 授業中は私語をせず学習に参加している 
・ 授業中に無断で立ち歩くことはない 
・ 先生と話をするときに敬語をつかっている 
・ ロッカーの整理整頓を行っている 
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表４ 生徒Ａの実態及び個別の指導の工夫 

実態 指導の工夫 

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト 
※
１ 

不注意       （９） 

多動性・衝動性   （６） 

聞く        （12） 

話す        （12） 

読む        （10） 

書く        （10） 

計算する      （13） 

推論する      （12） 

① 理解を促すために撮

影ＶＴＲの確認を行

う 

② 理解を深めるために 

ロールプレイを行う 

③ 学習意欲を喚起させ

るため 

・つまずきの際に個別

の言葉掛けを行う 

・エクササイズ（ゲー

ム的な活動）を行う 

④ 記憶支援のために 

・ヒントタイムの設定

を行う 

・決定したルールの掲

示を行う 

  事 前 

 

 

項 目 

事前の行動観察※２ 事
前
ア
ン
ケ
ー
ト 

事前1 事前2 事前3 

数
学 

英
語 

数
学 

英
語 

数
学 

英
語 

私語 〇 〇 〇 〇   ３ 

立ち歩き 〇  〇  〇  ３ 

言葉づかい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ３ 

忘れ物 〇 〇 〇 〇  〇 ３ 

ベル着     〇  ３ 

整理整頓 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ３ 

※１ （ ）内はチェックポイントの数を示す。また，支援を必要

とする項目にアンダーラインを付している。 

※２ 課題となる行動が１時間の授業で１回以上見られた場合に〇

を付している。 

 

 

Ⅴ 研究の結果と考察 
 

１ 指導の実際 
(1) 学級全体 

ア 第１時（授業中のルールを考えよう） 

 第１時では，エクササイズ（ゲーム的な活動）

を取り入れ，集中して取り組むクラスの様子と，エ 

クササイズを取り入れずに私語が多い時間のクラス

の様子をＶＴＲで確認させた。二つの授業の違いを

見せることで，私語が多いという課題に気付かせる

ことができた。エクササイズの途中には，記憶する

ことが苦手でエクササイズの内容についていけなか

った生徒のために，部分的にこれまでの問いを繰り

返し聞くことができるヒントタイムを準備した。 

 

 

時 学習内容 目標 指導の工夫：特別支援教育の考え方を踏まえた支援 

１ 

授業中のルールを考えよう 
(1)ルールの大切さを知るエクササイズ 
(2)「私語」の改善ポイント 
(3)まとめ 

・学級におけるルールの大切
さを理解する。 
・「私語」の改善ポイントを
理解し，実践しようとする態
度を養う。 

 
① 視覚的支援 
・ 電子黒板の活用を行う  
・ 絵や写真の活用を行う 
・ 理解を深めるためのロールプレイを行う 
・ 理解を深めるための撮影ＶＴＲの確認を行わせる 
② 聴覚的支援 
・ 机や椅子の音や私語等の不必要な音を取り除く 
・ 指示は一文で，後付けの指示は行わない 
・ 指示をする前に，一瞬の間をとる 
③ 見通しをもたせる 
・ 学習の流れを決め，それに基づいて授業を行う 
・ ルールの必要性等，ルールを具体化して教示する 
・ 具体的な活動内容を示す 
・ 班活動における役割や時間配分の明確化を行う 
④ 学習環境の整備 
・ 机の上に不必要な物を出させない 
・ 話し手に体を向けて聞かせる 
・ 机の位置を整えさせる 
・ 教室前面の簡素化を行う 
⑤ 学習意欲の喚起 
・ 記入しやすいワークシートの工夫を行う 
・ エクササイズ（ゲーム的な活動）を行わせる 
・ つまずき時における個別の言葉掛けを行う 
・ 授業中のルールが守られていれば褒める 
⑥ 集団づくり 
・ グループ学習を取り入れる 
・ みんなが納得できるルールづくりを行う 
⑦ 記憶支援 
・ 決定したルールの掲示を行う 
・ 毎日の確認記録表に記入させる 
・ ヒントタイムの設定を行う 

２ 

授業中のルールをつくろう 
(1)「言葉づかい」について考える 
(2)「立ち歩きをなくすための〇か条」 
を語り合う 
(3)班での話合い活動 
(4)発表 

「言葉づかい」「立ち歩き」
の改善に関心をもち，協力し
て改善策をつくりあげる。 
 
 
 

３ 

授業中のルールを再検討しよう 
(1)実施後に感じた良かった点，悪かっ
た点を出し合う 
(2)ルールの再検討 
(3)授業中のルールに関わる個人目標の
作成 

「立ち歩きをなくすための４
か条」に関心をもち，よりよ
いものにする。 
 
 
 

意識調査の結果を確認
する様子 

自分たちの状態を比較
確認する様子 

表３ 指導計画及び指導の工夫 



 - 5 - 

ヒントタイムでは22名の生徒は聞きもらし，ま

たは自信がないということでヒントを利用した。 

授業の終わりには，図１のルールを守ろう週間【記

録シート】の説明を行い，１月22日までの記録を開

始した。また，授業において私語改善ポイントをま

とめ，それを掲示し，全員で確認した。 

 

1月9日 1月10日 1月11日 1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月21日 1月22日

水 木 金 火 水 木 金 月 火

忘れ物 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ベル着 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

私語 △ 〇 △ 〇 △ 〇 △ 〇 〇

立ち歩き 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

言葉づかい △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

整理整頓 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

項    目

ルールを守

ろう週間を

終えて感想

がんばって授業を良くしていきたいなと

とても良くなったと思うので，これからも

と思いました。最初にくらべると，

まだ私語があるからなおさないといけない

１/16（水）～１/22（火）の感想

思いました。がんばってつづけます。

１/９（水）～１/15（火）の感想

日に日によくなってきている。

直せるようにがんばります。

いけないなと思いました。

まだ多いから直さないと

私語が減ってきたけど，

 
〇…守ることができた △…あまり守れていない ×…守れなかった

図１ ルールを守ろう週間【記録シート】 

 

・ 体を話し手の方へ向けて聞く。 

・ 班内，近くにいる者同士で注意を呼びかける。 

・ 分からないこと，言いたいことは，挙手をして当てら

れたら話し始める。 

私語改善ポイント 

 

イ 第２時（授業中のルールをつくろう） 

 第２時では，言葉づかい及び立ち歩きの改善につ

いての学習を行った。まず，言葉づかいの改善に向

けて，ロールプレイを通して考えさせた。数名の生

徒に目上の役をさせ，目上の人に対して失礼な言葉

を言われた時の気持ちについての意見を出させた。

その結果，ロールプレイを通して「腹が立つ」「む

かっとする」などの意見が出され，相手の立場に立

った考え方ができた生徒がいた。また，本時の授業

を通して，生徒の中に，これまでの自分は正しい言

葉づかいではなかったことに気付いた生徒もいた。 

 

私たちは，思っていなくてもつい言葉づかいが悪くな

っていたんだなと思いました。これからは気をつけて言

葉を言いたいと思います。がんばりたいと思います。 

第２時の授業における生徒の感想 

次に，立ち歩き改善へ向けて，グループで話合

い活動を行った。ワークシートに改善策の例を挙げ

ていたため，個人及び班で話し合う場面においても，

スムーズに活動を行うことができた。各班の発表後

は「立ち歩きをなくすための４か条」を作成し，授

業後に掲示した。 

 

 
生徒が作成した「立ち歩き」をなくすための対策 

 

１ 席を離れる時は先生の許可を得る 

２ 授業道具を忘れない 

３ トイレは休憩時間に行く 

４ ロッカーの整理をしてすぐに出せるようにしておく 

「立ち歩きをなくすための４か条」 

 

 
 

ウ 第３時（授業中のルールを再検討しよう） 

 第３時では，前時に作成した「立ち歩きをなく

すための４か条」を３日間取り組み，意見を出し合

った。「やる気になれない」という否定的意見と，

「これからも続けられそう」「はっきりと決めるこ

とで，簡単に改善できた」「他の課題改善にもつな

がった」という肯定的意見が出され，話し合いの結

果，前時に考えた「立ち歩きをなくすための４か

条」のままで今後も取り組むことになった。また，

これまでに学習した「私語」「言葉づかい」の改善

ポイントについてもこれまでの様子を交流し，「私

語」「言葉づかい」「立ち歩き」の３項目すべての

改善ポイントの最終確認を行った。授業の最後に，

この３項目についての個人目標を決め，今後も継続

立ち歩き対策の発表 ロールプレイの様子 
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して取り組むことを確認した。 

 

 
第３時に作成した生徒の個人目標 

 

(2) 生徒Ａ 

ア 第１時（授業中のルールを考えよう） 

エクササイズに関心を示し，ヒントを利用しな

がら課題に最後まで取り組み，高い正答率を得るこ

とができた。また，ＶＴＲで確認することにより，

落ち着いて授業に臨むことの良さを周囲の生徒とと

もに，共感することができた。 

記憶支援として，私語改善ポイントの掲示を確

認するとともに，第１時の授業実施日から２週間，

図１の「ルールを守ろう週間」【記録シート】の記

入を，毎日の帰りの会で行うこととした。 

イ 第２時（授業中のルールをつくろう） 

自分の言葉づかいについては，これまでに教師

から指摘されたことが何度もあり，ロールプレイに

は関心を示しながら授業に参加する姿があった。ま

た，ワークシートの「よく使う不適切な言葉を正し

く直そう。」の問いに対しても記述を行っていた。     

立ち歩きをなくすための対策では，ワークシー

トの改善策の例を見て考えていたが，この時期に立

ち歩きの課題が減少していたため，自分の課題とし

て捉えることができず，立ち歩きの対策を考えない

まま班討議に入った。 

ウ 第３時（授業中のルールを再検討しよう） 

 班や学級全体での討議に意欲的ではなかったもの

の，場面ごとの活動に参加し，これまでに学習した

内容の最終確認及び教室内への改善ポイントの掲示

を確認することができた。 

 

２ アンケートの結果と考察 
(1) 学級全体 

図２に事前・事後アンケートの評定平均値を示す。 
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図２ 事前・事後の質問項目別評定平均値（学級全体） 

 

「言葉づかい」以外の項目で評定平均値が有意

に高まった。この要因として，生徒が作成した「立

ち歩きをなくすための４か条」の中に忘れ物をしな

いことや整理整頓することも示していることが意識

の改善に有効であったのではないかと考える。 

「言葉づかい」の評定平均値が事前を下回った

要因として，生徒の感想に見られるように，言葉づ

かいの学習を通して，正しく使っていると思ってい

た生徒が，正しく使えていなかったことに気付き，

事前より低い評価をしたことも要因の一つではない

かと考える。 

(2) 生徒Ａ 

図３に生徒Ａの事前・事後アンケートの評定値

を示す。 
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図３ 事前事後の質問項目別評定値（生徒Ａ） 

 

 各項目とも１ポイントずつ上昇した。しかし，

「私語」「言葉づかい」については，後述する行動
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観察の結果と照らし合わせると，当該生徒が質問を

よく考えないまま回答したことも考えられる。 

 

３ 行動観察の結果と考察 
(1) 学級全体 

図４に数学，図５に英語における授業中の課題

３項目「私語」「言葉づかい」「立ち歩き」に課題

が見られなかった生徒の人数を示す。  

 

事前１ 事前２ 事前３ 事後１ 事後２ 事後３

私語 23 11 16 18 18 16

立ち歩き 24 26 28 30 29 29

言葉づかい 23 26 27 26 28 27
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25

30（人）

図４ 数学における行動観察結果１ 

 

事前１ 事前２ 事前３ 事後１ 事後２ 事後３

私語 11 16 14 18 17 15

立ち歩き 25 21 25 29 26 26

言葉づかい 24 24 25 25 28 28
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30（人）

 
図５ 英語における行動観察結果１ 

 

いずれの教科においても各項目は概ね改善の傾

向が見られたが，両教科の「私語」及び数学の「言

葉づかい」の事後３は事後２より低下した。これは，

授業中のルール指導終了後１週間が経ち，授業中の

ルールに対する意識が低下したためではないかと考

える。また，記憶支援として有効だと考えていた掲

示物を生徒にとってより長期に効果を継続させる支

援の工夫が必要と考える。 

次に，図６に数学，図７に英語における授業中

以外の課題３項目「忘れ物」「ベル着」「整理整

頓」に課題が見られなかった生徒の人数を示す。 

事前１ 事前２ 事前３ 事後１ 事後２ 事後３

忘れ物 25 19 27 30 29 29

ベル着 29 29 28 30 29 27

整理整頓 15 18 18 25 26 26
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30（人）

 
図６ 数学における行動観察結果２ 

 

事前１ 事前２ 事前３ 事後１ 事後２ 事後３

忘れ物 20 21 26 29 29 29

ベル着 30 26 29 29 29 30

整理整頓 15 18 18 26 26 27
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30（人）

 
図７ 英語における行動観察結果２ 

 

いずれの教科においても各項目は改善の傾向が

見られた。これは前ページ「２ アンケートの結果

と考察」「（１）学級全体」で示したように，意識

の改善が行動として表れたためと考える。 

(2) 生徒Ａ 

 表５は，行動観察の６項目「私語」「言葉づか

い」「立ち歩き」「忘れ物」「ベル着」「整理整

頓」における課題となる行動が１時間の授業で１回

以上見られたものに〇を付している。 

 
表５ 生徒Ａの行動観察結果 

  事前１ 事前２ 事前３ 事後１ 事後２ 事後３ 

数

学 

英

語 

数

学 

英

語 

数

学 

英

語 

数

学 

英

語 

数

学 

英

語 

数

学 

英

語 

私語 〇 〇 〇 〇 
  

〇 〇 〇 〇 〇 〇 

立ち歩き 〇 
 

〇 
 

〇 
      

〇 

言葉づかい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
 

〇 
 

〇 

忘れ物 〇 〇 〇 〇 
 

〇 
      

ベル着 
    

〇 
       

整理整頓 〇 〇 〇 〇 〇 〇 
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両教科における「私語」，英語における「言葉

づかい」の課題が残ったが，その他の項目について

は概ね改善が図られた。この要因としては，教室環

境の整備，授業で学習したルールを個別指導で確認

したことなどが考えられる。一方で，課題として残

った「私語」については，短期記憶に課題があり，「私

語」をしている認識が薄い生徒Ａに対して，今どの

ような場面なのか，自分はどのような状態なのか，

今何をすべきなのかを気付かせる支援が不足してい

たことが要因の一つとして考えられる。 

「言葉づかい」については，短期記憶に課題の

ある生徒Ａが，学習したことをすぐに活用できなか

ったことが要因として考えられる。しかし，不適切

な言葉を発した後，周囲の生徒に指摘され，言い直

す場面があるなど，学習した言葉づかいのポイント

を思い出す姿も見られ，指導の継続により改善する

ことが可能であると考える。 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 
 

１ 研究の成果 
〇 所属校第１学年の通常の学級に対して，授業中

の「私語」「言葉づかい」「立ち歩き」等を改

善するため，特別支援教育の考え方を踏まえた

授業中のルール指導を行うことで，特別な支援

が必要と考えられる生徒Ａを含む学級全体にお

いて概ね授業中のルールを確立することができ

ることが分かった。 

〇 生徒の意見を取り入れた授業中のルールづくり

は，主体的によりよい授業にしようとする意識

をはぐくむことに効果的であった。 

○ 中学校の通常の学級の生徒に対して，アンケー

ト及び行動観察の結果を基にした授業展開は，

学級の課題を明らかにする有効な手段となり，

その改善に向け取り組もうとする生徒への意識

付けとなった。 

○ 生徒Ａにとって，自分の状態を客観的に振り返

ることのできるＶＴＲでの確認とロールプレイ

を取り入れた授業は，学習規律の理解を支援す

る手段として効果があることが分かった。 

〇 生徒Ａに対して，授業中のルールが守られてい

る場合には肯定的評価を行い，守られていない

場合は授業中のルールを提示して思い出させる

ことで，行動をコントロールするきっかけをつ

くることができた。 

２ 今後の課題 

○ 生徒Ａの授業中における行動面の改善は概ね見

られたが，今後は多くの場面で困難さが克服で

きるよう，更に生徒Ａの実態に合った支援方法

を考えていきたい。  

〇 指導後は時間の経過とともに，行動面の課題が

増加する傾向にあった。全ての教科で共通した

支援を継続するなど，指導したことをより長期

に継続させる指導の工夫を行うことが必要であ

る。 

○ 事後のアンケート調査において，肯定的回答の

生徒が増加したが，事後の行動観察ではアンケ

ート調査ほどの変容は見られなかった。今後は，

改善された意識を適切な行動に移すことができ

るような指導を工夫していく必要がある。 
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